
■ 平成 30 年度 予算と事業計画
■ アジア青年平和交流事業「自分たちが考える国際・平和交流プログラム」
■ アジアの若者による平和ネットワーク構築プログラム
■ 継承部会・平和案内人 交流会　　■ 市民対象碑めぐり　
■ 設立記念事業  一龍斎春水が語る「火

ほ
垂

た
るの墓」　■会員の広場

■ ＴＯＰＩＣＳ！（ICAN ベアトリス・フィン事務局長来館 ほか）

４ヶ国の交流の中で踊るマレーシアの若者たち（稲佐山ひかりのレストラン）

https://www.peace-wing-n.or.jp/
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公益財団法人 長崎平和推進協会  
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予算総額

387,822
千円

❶公益目的事業　   366,193 千円
　●平和推進事業 　  33,068 千円

　●受託事業 　　   333,125 千円

・原爆資料館原爆・平和総合案内業務  17,456 千円

・原爆資料館図書資料収集整理業務  5,290 千円

・追悼平和祈念館運営業務  310,379 千円

❷収益事業 　　　  19,177 千円

❸法人会計 　　  　 2,452 千円

※公益目的事業とは、 多くの人の利益になるために

　進めていく事業をいいます。

金　額 前年度差
長崎市からの補助金 27,100 0
会費 4,627 47
受託事業収入 2,166 2,166
寄付金 765 165
その他 12 0
収益事業からの繰入金 850 △ 150

収 入 計 35,520 2,228

平和推進事業会計 33,068 2,258
1発刊事業費 1,344 167
2啓発事業費 1,299 74
3調査研究費 100 0
4育成事業費 7,548 1,833
人件費・事務費 22,777 184

法人会計 2,452 △ 30
支 出 計 35,520 2,228

長崎平和推進協会の予算総額　387,822 千円

　

当
協
会
の
予
算
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る

の
は
、
公
益
目
的
事
業
で
す
。
公
益
目
的
事

業
は
、
当
協
会
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
平
和
推

進
事
業
、
長
崎
市
か
ら
の
２
つ
の
受
託
事
業

（
長
崎
原
爆
資
料
館
原
爆
・
平
和
総
合
案
内
業

務
、
長
崎
原
爆
資
料
館
図
書
資
料
収
集
整
理

業
務
）
、
国
か
ら
の
受
託
事
業
（
国
立
長
崎
原

爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
運
営
業
務
）
の

４
事
業
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
収
益
事
業
と
し
て
原
爆
資
料

館
内
の
売
店
を
運
営
し
、
利
益
の
50
％
を
平

和
推
進
事
業
に
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
会
計
と
は
協
会
全
体
の
管

理
・
運
営
を
行
う
会
計
で
す
。

会費や寄付金はどう使われるの？

皆さまからいただいた会費や寄付金は、

平和推進事業と法人会計で使われます。

左の表は２つの会計の収入と支出を

示しています。

総務課 濱田

◀ 1〜 4 の事業の詳しい内容は 3 ページをご覧ください

原爆資料館原爆・平和総合総合案内業務原爆資料館図書資料収集整理業務

原爆資料館展示室の観覧料徴収や総合案内業務

を行います。

原爆資料館内の図書室で、 原爆や平和

に関する図書 ・ 資料の整理 ・ 選定、 情

報提供を行います。

長崎平和推進協会は、

長崎市や国から事業を

受託しています。
市○市○

受託
している
業務

❸法人会計

❷収益事業

❶公益目的事業

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

 

長
崎
平
和
推
進
協
会
の 

予
算
と

事
業
計
画

単位：千円

平成
30 年度
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Pick Up！

継承部会 音楽部会写真資料
調査部会

国際交流
部会

●部会活動

協会会員の自主的活動を図るための 4部

会の活動を支援します。

●平和学習の実施

●国連軍縮週間行事

●講演会等の開催
●平和事業への支援

協会の活動趣旨と一致する事業などを支援します。

●秋月グラント

被爆体験の継承や平和意識高揚のための事業を
実施する団体等を支援します。

●アジア青年平和交流事業
長崎の若者に平和に関する独自の企画を立案しても

らい、 その事業を支援します。

平和推進協会が行う事業など
平和関連の情報を発信します。

平和推進事業会計の事業計画

●会報 「へいわ」…年４回発行
●情報BOX…月1回発行
●平和のあゆみ…年1回発行

被爆体験講話者や外
国語ボランティアガイド
の派遣、 平和学習用の
DVD ・長崎原爆被災写
真パネルの貸し出しを
行います。

平和への認識を高めるための講演会を催します。

国連軍縮週間に合わせ
て 「市民のつどい」 を
開催し、戦時食や折り鶴、
平和のメッセージを紙風
船に書くコーナーなどを
行います。

平和 ・ 軍縮関係の会議やシンポジウム等
に参加し、 情報収集や関係機関との交流 ・
意見交換を図ります。

予算の詳細は、当協会ホームページで

　長崎平和推進協会 予算　　　検索

追悼平和祈念館運営業務

平成 15 年に開館した 「国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館」

の管理 ・ 運営を国から受託して行います。 平成 30 年度から被

爆体験の家族 ・交流証言者等の派遣を始めます。

原爆資料館の売店で原爆や平和に関する書籍 ・

グッズを販売しています。 なお、 利益の 50％は

平和推進事業の財源に充てています。

市○国○

収益事業

また、米国国立公文書館資料検証業務を長崎市から
受託します。

●平和案内人派遣事業

案内を希望される方に対
し、長崎原爆資料館、 追
悼平和祈念館等の説明や
被爆遺構の碑めぐりを行
う平和案内人を派遣しま
す。

発刊
事業

育成
事業

啓発
事業

調査
事業

14

2

3
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長崎純心大学

Green Pieces
長崎外国語大学

国際交流プロジェクト
活水高等学校平和学習部

ふりそでプロジェクト

平和を考えるきっかけに…

平和に関する英語電子パンフレットを作成
原爆を海外の方へ伝える

絵本「ふりそでの少女」を多言語化
日本の食文化、キャラ弁作りで国際交流

私たち「ふりそでプロジェクト」は、故・松添
博さんの絵本「ふりそでの少女」の物語を土台と
し、原爆の悲惨さや恐ろしさを修学旅行生や海外
の方々に伝えるため、絵本などの多言語化を行っ
ています。最近は、デジタルコンテンツ「ナガサキ・
アーカイブ」の活用にも力を入れています。
今回は、韓国ハヌル教会と交流し、韓国語で原

爆についてのプレゼンテーションを行いました。ま
た、多言語化の一環としてドイツの学校と準備を
始めました。その他にも、「ナガサキ・アーカイブ」
を使ってのフィールドワークや、英語でのディスカッ
ションなどを行い、多くの意見を共有することで学
習を深めることができました。
これらの活動を通して、お互いの意見を尊重す

ることや、若者一人ひとりが核兵器問題について
自分の意見をもつ大切さを学びました。この素晴ら
しい経験をこれからの私たちの活動に大いに活か
していきたいと思います。  （山口未侑）

私たちが製作した平和に関する英語電子パンフ
レット「What  is Peace to you？」には、平和を考
えるきっかけ、一歩となるようにという意味が込め
られています。対象が日本語圏ではない方ですか
ら、英語で正確に内容を伝えるために、取材した
方や英語の講師と確認を行いながら、何度も原稿
を書き替えました。大学生の視点でみた長崎の平
和への想いを基礎に、実際に取材する項目の選択
から、アポイント、取材、撮影も行いました。12
月に初めて高校生と行った平和に関する熟議も重
ねながら、今までにないパンフレットとなりました。
取材過程では、何度も自分にとって平和とは何か
を考える機会がありました。完成したパンフレットを
より多くの読者の方に読んでいただきたいと思って
います。  （迎祐佳）

私たち長崎外国語大学では、日本人と外国人留
学生との交流を深めるために12月16日に “お弁
当大作戦 ! ! ! ” というキャラ弁作りのイベントを開
催しました。
日本では子供のためにお母さんが愛情を込めて

作るお弁当のひとつですが、海外ではここまで手
の込んだお弁当を作る文化はあまりありません。今
回このイベントではミニオンズをキャラクターとして、
写真のようなキャラ弁を作りました！今回は日本人、
外国人含め約 20 人の参加でした。また外部から
キャラ弁作りの講師をお呼びして、さっそく調理開
始！初めは皆さんキャラクターを作るのに苦労して
いましたが、チームで協力し合い可愛らしいミニ
オンズを作っていました！食べる時には自分たちが
作ったお弁当が可愛くて、食べるのがもったいない、
今度は別のキャラクターで挑戦したいという声もあ
り、イベントは大成功に
終わりました。
（鵜林菜々美）

英
語
電
子
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
長
崎
純
心
大
学
の
Ｈ
Ｐ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

 

     

自分たちが考える 

国際・平和交流プログラム 

アジア青年平和交流事業

「自分たちが考える国際・平和交流」をテー
マとして長崎の若者が企画・提案するプログ
ラムに、今年度は過去最多の 5 チームが取り
組みました。 
3月 11日に行った成果報告会では、平和を発
信する斬新な手法が発表され、事業に取り組
む若者の熱気を感じました。 

 

私たち「ふりそでプロジェクト」は、故・松添
博さんの絵本「ふりそでの少女」の物語を土台と
し、原爆の悲惨さや恐ろしさを修学旅行生や海外
の方々に伝えるため、絵本などの多言語化を行っ
ています。最近は、デジタルコンテンツ「長崎ア
ーカイブ」の活用にも力を入れています。 
今回は、韓国ハヌル教会と交流し、韓国語で原

爆についてのプレゼンテーションを行いました。
また、多言語化の一環としてドイツの学校と準備
を始めました。その他にも、「長崎アーカイブ」
を使ってのフィールドワークや、英語でのディス
カッションなどを行い、多くの意見を共有するこ
とで学習を深めることができました。 
これらの活動を通して、お互いの意見を尊重す

ることや、若者一人ひとりが核兵器問題について
自分の意見をもつ大切さを学びました。この素晴
らしい経験をこれからの私たちの活動に大いに
活かしていきたいと思います。  （山口未侑） 

あの日の出来事を未来へ残していく 

フリーペーパー「ながさき平和の音の風景」を作成 
平和教育の出前講座や講演を実施 

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
自
分
た
ち
が
考
え
る
国
際
・
平

和
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
今
年
度

５
校
の
企
画
が
採
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
若
者
ら
し
い
柔
軟

で
、
独
創
的
な
内
容
で
し
た
。 

沖
縄
で
は
地
上
戦
の
い
た
み
が

今
も
色
濃
く
残
り
、
韓
国
で
は
８

月
15
日
を
民
族
解
放
の
日
と
し

て
祝
福
し
、
原
爆
被
爆
は
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
に
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
構
築

は
被
爆
の
実
相
の
発
信
と
同
時
に

戦
争
の
被
害
と
加
害
の
相
互
理
解

が
大
切
で
す
。 

今
回
の
各
イ
ベ
ン
ト
で
小
中
高

校
へ
の
出
前
授
業
、
講
演
、
国
内

外
へ
の
情
報
発
信
、
国
際
交
流
な

ど
を
通
じ
て
短
期
間
に
一
定
の
具

体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
、
こ
の
事

業
の
重
要
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま

す
。 

副
理
事
長 

舩
山
忠
弘 

９月から始まったこの「ピースピースプロジ
ェクト」では、紙と音で伝えるフリーペーパー
を作成し情報発信を行いました。この活動は、
私たちにとって平和について改めて考える機会
となりました。20年長崎に住んでいましたが、
初めて知る活動もあり、平和と言っても色々な
考えや意味があると感じました。フリーペーパ
ーを作成するにあたり、思うように取材や作業
を進行することができず、たくさん悩むことも
ありましたが、多くの方々に協力していただき
無事完成させることができました。 
このフリーペーパーには、私たちの思いだけ
でなく、被爆者の方々をはじめ多くの人の思い
が詰まっています。当時を知らない私たちが、
あの日の出来事を未来に残していくことが平和
を守ることにつながるのではないでしょうか。
私たちの思いがより多くの人々に届くことを願
っています。          （稲田菜那） 
 

私たちは 1月～3月にかけて、県内中学校 2
校、高校 1校、佐賀県の小学校 2校、沖縄県の
高校 2校の計 7校、508名に対して平和教育の
出前講座や講演を行いました。 
 授業実践のための授業案作成や、実践校の子
どもの実態に応じた授業の組み立て・実践に加
え、自分達の学びを深めるための被爆遺構巡り
も、活動の中に取り入れました。 
 これらの活動を通して、一人ひとりが自身の
知識不足とともに「発信者」「伝達者」になる
ことの難しさを感じたり、平和へのアプローチ
について考えたり、この活動への想いを新たに
したりと、貴重な経験をすることができまし
た。来年度以降の授業の依頼をいただいたケー
スもあり、実りある活動になったと思います。
私たちは今後もPeace Caravan隊として活動を
続けていき、Facebook でも活動の様子を随時
更新します。是非ご覧いただき、今後とも温か
く見守っていただけましたら幸いです。 

（光岡華子） 
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らしい経験をこれからの私たちの活動に大いに
活かしていきたいと思います。  （山口未侑） 

あの日の出来事を未来へ残していく 

フリーペーパー「ながさき平和の音の風景」を作成 
平和教育の出前講座や講演を実施 
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９月から始まったこの「ピースピースプロジ
ェクト」では、紙と音で伝えるフリーペーパー
を作成し情報発信を行いました。この活動は、
私たちにとって平和について改めて考える機会
となりました。20年長崎に住んでいましたが、
初めて知る活動もあり、平和と言っても色々な
考えや意味があると感じました。フリーペーパ
ーを作成するにあたり、思うように取材や作業
を進行することができず、たくさん悩むことも
ありましたが、多くの方々に協力していただき
無事完成させることができました。 
このフリーペーパーには、私たちの思いだけ
でなく、被爆者の方々をはじめ多くの人の思い
が詰まっています。当時を知らない私たちが、
あの日の出来事を未来に残していくことが平和
を守ることにつながるのではないでしょうか。
私たちの思いがより多くの人々に届くことを願
っています。          （稲田菜那） 
 

私たちは 1月～3月にかけて、県内中学校 2
校、高校 1校、佐賀県の小学校 2校、沖縄県の
高校 2校の計 7校、508名に対して平和教育の
出前講座や講演を行いました。 
 授業実践のための授業案作成や、実践校の子
どもの実態に応じた授業の組み立て・実践に加
え、自分達の学びを深めるための被爆遺構巡り
も、活動の中に取り入れました。 
 これらの活動を通して、一人ひとりが自身の
知識不足とともに「発信者」「伝達者」になる
ことの難しさを感じたり、平和へのアプローチ
について考えたり、この活動への想いを新たに
したりと、貴重な経験をすることができまし
た。来年度以降の授業の依頼をいただいたケー
スもあり、実りある活動になったと思います。
私たちは今後もPeace Caravan隊として活動を
続けていき、Facebook でも活動の様子を随時
更新します。是非ご覧いただき、今後とも温か
く見守っていただけましたら幸いです。 

（光岡華子） 

私たち長崎外国語大学では、日本人と外国人留
学生との交流を深めるために 12 月 16 日に“お弁
当大作戦!!!”というキャラ弁作りのイベントを開
催しました。 
日本では子供のためにお母さんが愛情を込め
て作るお弁当のひとつですが、海外ではここまで
手の込んだお弁当を作る文化はあまりありませ
ん。今回このイベントではミニオンズをキャラク
ターとして、写真のようなキャラ弁を作りまし
た！今回は日本人、外国人含め約 20 人の参加で
した。また外部からキャラ弁作りの講師の先生を
お呼びして、さっそく調理開始！始めは皆さんキ
ャラクターを作るのに苦労していましたが、チー
ムで協力し合い可愛らしいミニオンズを作って
いました！食べる時には自分達が作ったお弁当
が可愛くて、食べるのが勿体ない、今度は別のキ
ャラクターで挑戦したい 
という声もあり、 
イベントは大成功に 
終わりました。 
（鵜林菜々美） 

私たちが製作した平和に関する英語電子パン
フレット「What is Peace to you？」には、平和を
考えるきっかけ、一歩となるようにという意味が
込められています。対象が日本語圏ではない方で
すから、英語で正確に内容を伝えるために、取材
した方や英語の講師と確認を行いながら、何度も
原稿を書き換えました。大学生の視点でみた長崎
の平和への想いを基礎に、実際に取材する項目の
選択から、アポイント、取材、撮影も行いました。
12 月に初めて高校生と行った平和に関する熟議
も重ねながら、今までにないパンフレットとなり
ました。取材過程では、何度も自分にとって平和
とは何かを考える機会がありました。完成したパ
ンフレットをより多くの読者の方に読んで頂き
たいと思っています。       （迎祐佳） 
 

英語電子パンフレットは 

長崎純心大学のＨＰでも 

ご覧いただけます 

平和を考えるきっかけに・・・ 

平和に関する英語電子パンフレットを作成 
日本の食文化、キャラ弁作りで国際交流 原爆を海外の方へ伝える 

絵本「ふりそでの少女」を多言語化 
 

フリーペーパー内のＱＲコードを

読み込むと被爆体験講話などが 

聞く事ができます 

過去最多の５チーム！ 

 



PEACE  WING  NAGASAKI5

長
崎
市
役
所
や
当
協
会
事
務
所
等

な
ど
に
置
い
て
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
内
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
と
被
爆
体
験
講
話
な
ど
を
聞
く

事
が
で
き
ま
す

活水高等学校平和学習部

ふりそでプロジェクト長崎県立大学シーボルト校金村ゼミ

Peace Piece プロジェクト
長崎大学 

Peace Caravan 隊

原爆を海外の方へ伝える

絵本「ふりそでの少女」を多言語化
あの日の出来事を未来へ残していく

フリーペーパー「ながさき平和の音の風景」を作成
平和教育の出前講座や講演を実施

私たちは1月～ 3月にかけて、県内中学校 2校、
高校 1校、佐賀県の小学校 2校、沖縄県の高校
2校の計 7校、508 人に対して平和教育の出前講
座や講演を行いました。
授業実践のための授業案作成や、実践校の子

どもの実態に応じた授業の組み立て・実践に加え、
自分たちの学びを深めるための被爆遺構巡りも、
活動の中に取り入れました。
これらの活動を通して、一人ひとりが自身の知

識不足とともに「発信者」「伝達者」になることの
難しさを感じたり、平和へのアプローチについて考
えたり、この活動への想いを新たにしたりと、貴重
な経験をすることができました。来年度以降の授業
の依頼をいただいたケースもあり、実りある活動に
なったと思います。私たちは今後もPeace Caravan
隊として活動を続けていき、Facebookでも活動の
様子を随時更新します。ぜひご覧いただき、今後
とも温かく見守っていただけましたら幸いです。

（光岡華子）

９月から始まったこの「Peace Pieceプロジェクト」
では、紙と音で伝えるフリーペーパーを作成し情報
発信を行いました。この活動は、私たちにとって平
和について改めて考える機会となりました。20 年
長崎に住んでいましたが、初めて知る活動もあり、
平和といっても色々な考えや意味があると感じまし
た。フリーペーパーを作成するにあたり、思うよう
に取材や作業を進行することができず、たくさん悩
むこともありましたが、多くの方々に協力していた
だき無事完成させることができました。
このフリーペーパーには、私たちの思いだけでな

く、被爆者の方 を々はじめ多くの人の思いが詰まっ
ています。当時を知らない私たちが、あの日の出
来事を未来に残していくことが平和を守ることにつ
ながるのではないでしょうか。私たちの思いがより
多くの人々に届くことを願っています。（稲田菜那）

私たち「ふりそでプロジェクト」は、故・松添
博さんの絵本「ふりそでの少女」の物語を土台と
し、原爆の悲惨さや恐ろしさを修学旅行生や海外
の方々に伝えるため、絵本などの多言語化を行っ
ています。最近は、デジタルコンテンツ「ナガサキ・
アーカイブ」の活用にも力を入れています。
今回は、韓国ハヌル教会と交流し、韓国語で原

爆についてのプレゼンテーションを行いました。ま
た、多言語化の一環としてドイツの学校と準備を
始めました。その他にも、「ナガサキ・アーカイブ」
を使ってのフィールドワークや、英語でのディスカッ
ションなどを行い、多くの意見を共有することで学
習を深めることができました。
これらの活動を通して、お互いの意見を尊重す

ることや、若者一人ひとりが核兵器問題について
自分の意見をもつ大切さを学びました。この素晴ら
しい経験をこれからの私たちの活動に大いに活か
していきたいと思います。  （山口未侑）

 

     

自分たちが考える 

国際・平和交流プログラム 

アジア青年平和交流事業

「自分たちが考える国際・平和交流」をテー
マとして長崎の若者が企画・提案するプログ
ラムに、今年度は過去最多の 5 チームが取り
組みました。 
3月 11日に行った成果報告会では、平和を発
信する斬新な手法が発表され、事業に取り組
む若者の熱気を感じました。 

 

私たち「ふりそでプロジェクト」は、故・松添
博さんの絵本「ふりそでの少女」の物語を土台と
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を作成し情報発信を行いました。この活動は、
私たちにとって平和について改めて考える機会
となりました。20年長崎に住んでいましたが、
初めて知る活動もあり、平和と言っても色々な
考えや意味があると感じました。フリーペーパ
ーを作成するにあたり、思うように取材や作業
を進行することができず、たくさん悩むことも
ありましたが、多くの方々に協力していただき
無事完成させることができました。 
このフリーペーパーには、私たちの思いだけ

でなく、被爆者の方々をはじめ多くの人の思い
が詰まっています。当時を知らない私たちが、
あの日の出来事を未来に残していくことが平和
を守ることにつながるのではないでしょうか。
私たちの思いがより多くの人々に届くことを願
っています。          （稲田菜那） 
 

私たちは 1月～3月にかけて、県内中学校 2
校、高校 1校、佐賀県の小学校 2校、沖縄県の
高校 2校の計 7校、508名に対して平和教育の
出前講座や講演を行いました。 
 授業実践のための授業案作成や、実践校の子
どもの実態に応じた授業の組み立て・実践に加
え、自分達の学びを深めるための被爆遺構巡り
も、活動の中に取り入れました。 
 これらの活動を通して、一人ひとりが自身の
知識不足とともに「発信者」「伝達者」になる
ことの難しさを感じたり、平和へのアプローチ
について考えたり、この活動への想いを新たに
したりと、貴重な経験をすることができまし
た。来年度以降の授業の依頼をいただいたケー
スもあり、実りある活動になったと思います。
私たちは今後もPeace Caravan隊として活動を
続けていき、Facebook でも活動の様子を随時
更新します。是非ご覧いただき、今後とも温か
く見守っていただけましたら幸いです。 

（光岡華子） 

私たち長崎外国語大学では、日本人と外国人留
学生との交流を深めるために 12 月 16 日に“お弁
当大作戦!!!”というキャラ弁作りのイベントを開
催しました。 
日本では子供のためにお母さんが愛情を込め
て作るお弁当のひとつですが、海外ではここまで
手の込んだお弁当を作る文化はあまりありませ
ん。今回このイベントではミニオンズをキャラク
ターとして、写真のようなキャラ弁を作りまし
た！今回は日本人、外国人含め約 20 人の参加で
した。また外部からキャラ弁作りの講師の先生を
お呼びして、さっそく調理開始！始めは皆さんキ
ャラクターを作るのに苦労していましたが、チー
ムで協力し合い可愛らしいミニオンズを作って
いました！食べる時には自分達が作ったお弁当
が可愛くて、食べるのが勿体ない、今度は別のキ
ャラクターで挑戦したい 
という声もあり、 
イベントは大成功に 
終わりました。 
（鵜林菜々美） 

私たちが製作した平和に関する英語電子パン
フレット「What is Peace to you？」には、平和を
考えるきっかけ、一歩となるようにという意味が
込められています。対象が日本語圏ではない方で
すから、英語で正確に内容を伝えるために、取材
した方や英語の講師と確認を行いながら、何度も
原稿を書き換えました。大学生の視点でみた長崎
の平和への想いを基礎に、実際に取材する項目の
選択から、アポイント、取材、撮影も行いました。
12 月に初めて高校生と行った平和に関する熟議
も重ねながら、今までにないパンフレットとなり
ました。取材過程では、何度も自分にとって平和
とは何かを考える機会がありました。完成したパ
ンフレットをより多くの読者の方に読んで頂き
たいと思っています。       （迎祐佳） 
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も
若
者
ら
し
い
柔
軟

で
、
独
創
的
な
内
容
で
し
た
。 

沖
縄
で
は
地
上
戦
の
い
た
み
が

今
も
色
濃
く
残
り
、
韓
国
で
は
８

月
15
日
を
民
族
解
放
の
日
と
し

て
祝
福
し
、
原
爆
被
爆
は
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
に
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
の
構
築

は
被
爆
の
実
相
の
発
信
と
同
時
に

戦
争
の
被
害
と
加
害
の
相
互
理
解

が
大
切
で
す
。 

今
回
の
各
イ
ベ
ン
ト
で
小
中
高

校
へ
の
出
前
授
業
、
講
演
、
国
内

外
へ
の
情
報
発
信
、
国
際
交
流
な

ど
を
通
じ
て
短
期
間
に
一
定
の
具

体
的
な
成
果
が
得
ら
れ
、
こ
の
事

業
の
重
要
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま

す
。 

副
理
事
長 

舩
山
忠
弘 

９月から始まったこの「ピースピースプロジ
ェクト」では、紙と音で伝えるフリーペーパー
を作成し情報発信を行いました。この活動は、
私たちにとって平和について改めて考える機会
となりました。20年長崎に住んでいましたが、
初めて知る活動もあり、平和と言っても色々な
考えや意味があると感じました。フリーペーパ
ーを作成するにあたり、思うように取材や作業
を進行することができず、たくさん悩むことも
ありましたが、多くの方々に協力していただき
無事完成させることができました。 
このフリーペーパーには、私たちの思いだけ
でなく、被爆者の方々をはじめ多くの人の思い
が詰まっています。当時を知らない私たちが、
あの日の出来事を未来に残していくことが平和
を守ることにつながるのではないでしょうか。
私たちの思いがより多くの人々に届くことを願
っています。          （稲田菜那） 
 

私たちは 1月～3月にかけて、県内中学校 2
校、高校 1校、佐賀県の小学校 2校、沖縄県の
高校 2校の計 7校、508名に対して平和教育の
出前講座や講演を行いました。 
 授業実践のための授業案作成や、実践校の子
どもの実態に応じた授業の組み立て・実践に加
え、自分達の学びを深めるための被爆遺構巡り
も、活動の中に取り入れました。 
 これらの活動を通して、一人ひとりが自身の
知識不足とともに「発信者」「伝達者」になる
ことの難しさを感じたり、平和へのアプローチ
について考えたり、この活動への想いを新たに
したりと、貴重な経験をすることができまし
た。来年度以降の授業の依頼をいただいたケー
スもあり、実りある活動になったと思います。
私たちは今後もPeace Caravan隊として活動を
続けていき、Facebook でも活動の様子を随時
更新します。是非ご覧いただき、今後とも温か
く見守っていただけましたら幸いです。 

（光岡華子） 

私たち長崎外国語大学では、日本人と外国人留
学生との交流を深めるために 12 月 16 日に“お弁
当大作戦!!!”というキャラ弁作りのイベントを開
催しました。 
日本では子供のためにお母さんが愛情を込め
て作るお弁当のひとつですが、海外ではここまで
手の込んだお弁当を作る文化はあまりありませ
ん。今回このイベントではミニオンズをキャラク
ターとして、写真のようなキャラ弁を作りまし
た！今回は日本人、外国人含め約 20 人の参加で
した。また外部からキャラ弁作りの講師の先生を
お呼びして、さっそく調理開始！始めは皆さんキ
ャラクターを作るのに苦労していましたが、チー
ムで協力し合い可愛らしいミニオンズを作って
いました！食べる時には自分達が作ったお弁当
が可愛くて、食べるのが勿体ない、今度は別のキ
ャラクターで挑戦したい 
という声もあり、 
イベントは大成功に 
終わりました。 
（鵜林菜々美） 

私たちが製作した平和に関する英語電子パン
フレット「What is Peace to you？」には、平和を
考えるきっかけ、一歩となるようにという意味が
込められています。対象が日本語圏ではない方で
すから、英語で正確に内容を伝えるために、取材
した方や英語の講師と確認を行いながら、何度も
原稿を書き換えました。大学生の視点でみた長崎
の平和への想いを基礎に、実際に取材する項目の
選択から、アポイント、取材、撮影も行いました。
12 月に初めて高校生と行った平和に関する熟議
も重ねながら、今までにないパンフレットとなり
ました。取材過程では、何度も自分にとって平和
とは何かを考える機会がありました。完成したパ
ンフレットをより多くの読者の方に読んで頂き
たいと思っています。       （迎祐佳） 
 

英語電子パンフレットは 

長崎純心大学のＨＰでも 

ご覧いただけます 

平和を考えるきっかけに・・・ 

平和に関する英語電子パンフレットを作成 
日本の食文化、キャラ弁作りで国際交流 原爆を海外の方へ伝える 

絵本「ふりそでの少女」を多言語化 
 

フリーペーパー内のＱＲコードを

読み込むと被爆体験講話などが 

聞く事ができます 

過去最多の５チーム！ 
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2 月 2 日
〜 6 日

3 月 4 日

2 月 17 日
♩♪♬♩♪♬♩♪♬♩

アジアの若者による平和ネットワーク構築プログラム

継承部会・平和案内人 交流会

市民対象碑めぐり

９
回
目
に
な
る
今
回
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
韓
国
、
中
国
か
ら
教
官
と
学
生

を
招
へ
い
し

（
中
国
山
東
女
子
学
院
が

初
参
加
）
、
計
18
人
が
来
崎
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
原
爆
資
料
館
や
爆
心
地
公

園
な
ど
を
見
学
し
て
原
爆
の
実
相
を
学

び
、
そ
の
後
当
協
会
継
承
部
会
員
・
原

田
美
智
子
さ
ん
の
被
爆
体
験
講
話
を
聴

講
。
当
時
の
医
療
体
制
な
ど
に
関
し
て

様
々
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

ま
た
、
活
水
高
校
平
和
学
習
部

「ふ

り
そ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
企
画

・
運

営
に
よ
り
、
首
都
大
学
東
京

・
渡
邉

英
徳
准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
「
ナ
ガ

サ
キ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
使
用
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
碑
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し

た
。
各
国
混
合
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

「
平
和
な
世
界
に
向
け
て
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
互
い
の
認
識
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

今
年
は
雪
の
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
無
事
終
了
し
、
一
行
は

帰
国
の
途
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

継
承
部
会
員
と
平
和
案
内
人
に

よ
る
交
流
会
を
行
い
、
52
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
前
年
度
に
引
き
続

き
、
継
承
部
会
の
三
瀬
清
一
朗
さ

ん
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
継
承
部

会
長
の
池
田
道
明
さ
ん
の
あ
い
さ
つ

で
会
が
始
ま
る
と
、
参
加
者
全
員

で
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た
継
承
部
会

員
の
西
田
清
さ
ん
、
谷
口
稜
曄
さ

ん
、
吉
田
勲
さ
ん
に
黙
と
う
を
捧

げ
ま
し
た
。

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
初
め
て
お
会

い
し
た
方
た
ち
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
、
食
事
を
し
な
が
ら
の
会
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。
途
中
、
継
承

部
会
、
平
和
案
内
人
か
ら
活
動
報

告
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
、
さ
ら
に
は
、

力
強
い
自
作
の
歌
の
披
露
も
あ
り
、

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
平

和
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
し
て
い

る
方
同
士
の
有
意
義
な
集
い
と
な

り
ま
し
た
。

被
爆
者
が
被
爆
遺
跡
を
案
内
す

る
「
市
民
対
象
碑
め
ぐ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
例
年
、
２
回
実
施

し
ま
す
が
、
９
月
は
台
風
接
近
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
３
月

が
初
め
て
の
碑
め
ぐ
り
と
な
り
ま

し
た
。

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

青
空
の
も
と
、
約
80
人
が
長
崎
駅

に
集
合
し
ま
し
た
。
継
承
部
会
員

は
、
原
爆
投
下
か
ら
数
日
後
に
長

崎
駅
前
で
見
た
光
景
、
御
船
蔵
町

の
防
空
壕
内
で
の
被
爆
状
況
や
そ

の
後
の
生
活
、
銭
座
小
学
校
周
辺

で
の
被
爆
体
験
な
ど
、
絵
や
写
真

を
交
え
な
が
ら
、
縁
の
あ
る
場
所

で
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
か
ら
は
、
「
最

近
に
な
っ
て
家
族
の
被
爆
体
験
を

知
っ
た
。
母
も
亡
く
な
り
、
誰
か

ら
も
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
、
今
回
は
色
々
な
方
の
被
爆

体
験
を
聞
け
て
、
有
意
義
な
時
間

に
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

寒い寒い季節、

長崎平和推進協会は

温かい平和のイベントを

開催しました
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会員の広場
事
件
解
決
に
協
会
職
員
の
「
武
勇
伝
」

　

２
月
６
日
、
長
崎
市
野
口
彌
太
郎

記
念
美
術
館
の
所
有
す
る
名
画
が

盗
ま
れ
た
事
件
で
す
が
、
犯
人
が
早

期
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
時
、
不
審

人
物
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
尾
行
（
途

中
か
ら
原
爆
資
料
館
係
長
に
交
代
）

す
る
と
と
も
に
、
同
美
術
館
で
捜
査

し
て
い
た
警
察
官
に
走
っ
て
通
報
し

た
の
は
、
当
協
会
の
総
合
案
内
の
職

員
で
し
た
。
通
報
を
受
け
、
警
察
官
が

駆
け
付
け
て
緊
急
に
逮
捕
し
、
貴
重

な
絵
画
の
盗
難
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
盗
ま
れ
た
名
画
「
カ
ー

ニ
ュ
の
古
城
」（
野
口
彌
太
郎
作
）
が
、

時
価
２
５
０
万
円
相
当
と
聞
き
、
本

人
も
改
め
て
驚
い
た
そ
う
で
す
。

事
件
解
決
の
陰
に
、
協
会
職
員
の

「
武
勇
伝
」
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

当
該
職
員
は
、
協
会
の
会
員
で
も
あ

り
ま
す
。

事
務
局　

髙
比
良

お便りをお寄せください！
平和推進協会では、会員の皆様よりお便

りを募集します。会報をご覧になっての

ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆

様の声をお寄せください。投稿いただい

た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」

で会報「へいわ」に掲載させていただき

ます。投稿は 300字以内でお願いします。

また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒 852-8117 長崎市平野町 7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

NO. 4

2 月 12 日
設立記念事業 一龍斎春

はる

水
み

が語る「火
ほ

垂
た

るの墓」

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
、
講
談
師
・

一
龍
斎
春
水
さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
し
、
雪
が
舞
う
寒
さ
の
な
か
、
約

２
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

話
の
冒
頭
に
は
、
人
気
声
優

「
麻

上
洋
子
」
と
し
て
の
活
動
か
ら
講
談

師
・
一
龍
斎
貞
水

（
講
談
師
と
し
て

初
め
て
の
人
間
国
宝
）
に
弟
子
入
り

す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
時
折
、

ア
ニ
メ

（
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
の
ヒ
ロ
イ

ン
「
森
雪
」
や
銀
河
鉄
道
９
９
９
の
「
ガ

ラ
ス
の
ク
レ
ア
」
な
ど
）
の
声
色
を
交

え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
談
で
語
ら
れ
た
「
火
垂
る
の
墓
」

は
、
作
家

・
野
坂
昭
如
の
戦
争
体

験
を
題
材
と
し
た
作
品
で
、
太
平
洋

戦
争
末
期
の
６
月
５
日
の
神
戸
大
空

襲
で
母
も
家
も
失
く
し
た
兄
妹
の
哀

し
い
物
語
で
す
。
特
に
、
兄
の
清
太

か
ら
大
好
き
な
ド
ロ
ッ
プ
を
も
ら
っ
た

妹
の
節
子
が
、
ド
ロ
ッ
プ
を
ほ
お
張
る

シ
ー
ン
、
こ
の
く
だ
り
に
な
る
と
会
場

全
体
が
す
っ
か
り
と
講
談
に
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。
講
談
の
合
間
に
、
時

折
鳴
ら
さ
れ
る
張
り
扇
の
音
が
、
静

か
な
会
場
に
大
き
く
響
き
、
場
内
か

ら
は
、
す
す
り
泣
く
声
も
聞
こ
え
ま

し
た
。

最
後
に
、
一
龍
斎
春
水
さ
ん
は

「
弱
者
を
巻
き
込
む
戦
争
は
、
政

治
の
中
で
も
最
も
頭
の
悪
い
解
決
方

法
」
、
「
戦
争
で
死
ん
で
い
っ
た
少
年

少
女
の
無
念
さ
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が

私
た
ち
の
責
任
」
、
「
私
は

『
火
垂
る

の
墓
』
を
語
り
続
け
ま
す
」
と
講
談

を
結
び
ま
し
た
。

講
談
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
来
場

者
か
ら

「
長
崎
原
爆
の
作
品
も
、
ぜ

ひ
講
談
で
お
願
い
し
た
い
！

」
と
の

声
に
、
一
龍
斎
春
水
さ
ん
は
大
き
く

頷
か
れ
ま
し
た
。

追悼平和祈念館の追悼空間では、

2月と 10月に虹を見ることができます！

一龍斎春水さんが

メッセージを残されました
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（公財）長崎平和推進協会　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　 095-844-9961

ベアトリス・フィン事務局長
追悼平和祈念館に来館
2017年ノーベ

ル平和賞を受賞
したICANのベア
トリス・フィン事
務局長が、1月13
日に長崎原爆資
料館で市民セミ
ナーを行った後、
追悼空間で祈り
を捧げ、「私達は、長崎原爆のすべての犠牲者を
忘れず、すべての核兵器がなくなるまで進み続
けます。長崎は、核戦争の恐ろしい経験をした最
後の都市でなければなりません」とメッセージ
を残されました。

第8回体験記企画展
「原爆と救護」　-新興善救護所より-
追悼平和祈念館では、原爆で多くの人が犠牲に

なった事実を伝えるため、体験記企画展を開催し
ています。今回は、原爆が投下された翌日から新
興善救護所において、救護活動
に従事した医師や看護婦らの
原爆救護の実態と心境を、祈念
館に寄せられた手記・音声・動
画及び長崎市が発行した「原爆
戦災誌」に掲載された資料を展
示することで、救護する側から
見た原爆の悲惨さ、平和への思
いを伝えます。

期間：1月 30 日～ 12 月 25 日
場所：追悼平和祈念館地下2階遺影・手記閲覧室

世界の核弾頭数は３分の１に削減か 米ロが目標達成を発表
　核軍縮で米国とロシアが合意していた新戦略兵器削減条約（新ＳＴＡＲＴ）の目標達成期限を迎えた2
月5日、米国務省とロシア外務省はそれぞれ声明を発表、配備戦略核弾頭を1,550に、核兵器運搬手段とし
ての大陸間弾道ミサイル（ＩＣＢＭ）や潜水艦発射弾道ミサイル（ＳＬＢＭ）、戦略爆撃機の配備数を700に
制限する目標を達成したと明らかにした。
　発表によると、米国は配備戦略核弾頭を昨年9月1日時点で1,393まで、ロシアは今年2月5日時点で
1,444まで減らした。核兵器運搬手段の配備数も米国は660まで、ロシアは527まで削減したという。
　この発表が真実とすれば、米国とロシア両国の核弾頭数は4,000弱となり、両国以外のイギリス、フ
ランス、中国、インド、パキスタン、イスラエル、北朝鮮の核弾頭保有数を合わせて世界の核弾頭数は約
5,100となる。これまで約15,000と言われていただけに、3分の1に減ったことになる。
　しかしロシアは、米国が改造により運搬手段の配備数から外したとするＳＬＢＭや戦略爆撃機につい
て、戦略核の再配備が不可能になったかどうか検証できないと批判、集計をめぐる対立が明らかになって
いる。今後、核拡散防止条約（ＮＰＴ）の再検討会議や国際的平和研究所で厳密な検証が求められる。

（広報委員長　本田貞勝）
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世界の核弾頭の数（2017年6月1日現在）

ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合　計
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